
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1202 

令和５年度 芸術科（美術） 

 

教科 美術 科目 (学)造形基礎Ⅰ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・表現及び鑑賞の活動において、美術を形づくっている要素を知覚し、その働きを感じとって表

現したり、根拠をもって美術のよさを視覚で表わすことを重視する。 

・人間の生活や社会と美術の関わりを意識し、文化的・歴史的背景とともに、美術文化の理解を

深める観点から、伝統・文化に関する学習活動の充実を図る。授業の進め方については、表現と

鑑賞を並行して扱う。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創

意工夫し、個性豊かで創造的に表すことができる。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生

成し個性豊かに発想し構想を練ったり、自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感

じ方を深めたりすることができる。 

・主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、

感性と美意識を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形

的な視点について理解を深

めている。 

・表現方法を創意工夫し、個

性豊かで創造的に表してい

る。 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と創造的な工夫、美術

の働きなどについて考え、主

題を生成し個性豊かに発想

し構想を練ったり、自己の価

値観を高めて美術や美術文

化に対する見方や感じ方を

深めたりしている。 

主体的に美術の創造的な諸

活動に取り組もうとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

色
彩
基
礎
「色
の
仕
組
み
を
知
ろ
う
」 

【絵画・彫刻】【鑑賞】【共通事

項】 

・発想や構想 

・制作 

・鑑賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識 

a:形や色彩、材料などの性質やそれら

が感情にもたらす効果、造形的な

特徴などを基に、全体のイメージ

や作風などで捉えることを理解し

ている。 

技能 

a:意図に応じて材料や用具の特性を

生かすとともに、表現方法を創意

工夫し、主題を追求して創造的に

表している。 

思考・判断・表現 

b: （発想や構想）自己や他者などを

見つめ感じ取ったことや考えたこ

と、夢や想像などから主題を生成

し、表現形式の特性を生かし、形

体や色彩、構成などについて考え、

創造的な表現の構想を練ってい

る。 

b:（鑑賞）造形的なよさや美しさを感

じ取り、作者の心情や意図と創造

的な表現の工夫などについて考

え、見方や感じ方を深めている。 

主体的に学習に取り組む態度 

c: 主体的に自分や家族、友人などの

身近な人を見つめ感じ取ったこと

や考えたことなどを基にした表現

の創造活動に取り組もうとしてい

る。 

c: 主体的に作品の造形的なよさや美

しさを感じ取り、作者の表したい人

物像などについて考え、見方や感じ

方を深める鑑賞の創造活動に取り

組もうとしている。 

 

 

活動の様

子 

 

ワークシー

ト 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制作途中

の作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 

活動の様

子 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制作途中

の作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 

活動 の 様

子 

 

ワークシー

ト 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制 作 途中

の作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

色
彩
構
成
「言
葉
と
色
」 

【デザイン】【共通事項】 

・アイデアスケッチ 

・制作 

・鑑賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識 

a: 造形の要素の働きを理解してい

る。形などの直線と曲線の効果、

色の特性について理解している。 

a: 主題に合わせて、造形的な特徴な

どを基に、全体のイメージや作風、

様式などで捉えることを理解して

いる。 

技能 

a: 材料や用具の特性を生かしてい

る。 

a: 表現方法を工夫し、主題に応じて、

ｱｲﾃﾞｱｼｰﾄに描いた計画を基に創造

的に表している。 

思考・判断・表現 

b: 主題に応じて色や形を選び、条件、

美しさなどを考え、主題を生成し

ている。 

b:デザインの機能や効果、表現形式の

特性などについて考え、創造的な

表現の構想を練っている。 

主体的に学習に取り組む態度 

c: 主体的に色や形に関心を持ち主題

を考えながら創造活動に取り組も

うとしている。 

 

制作の様

子 

 

アイデアシ

ート 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 

制作の様

子 

 

ア イ デ ア

シート 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 

制作 の 様

子 

 

アイデアシ

ート 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

立
体
造
形
「素
材
を
知
る
」 

【絵画・彫刻】【共通事項】 

・発想や構想 

・制作 

・鑑賞 

知識 

a:形や色彩、材料、などの性質、造形

的な特徴などを基に、全体のイメ

ージや作風などで捉えることを理

解している。 

技能 

a:意図に応じて材料や用具の特性を

生かすとともに、表現方法を創意

工夫し、主題を追求して創造的に

表している。 

思考・判断・表現 

b: （発想や構想）表現形式の特性を

生かし、形体や色彩、構成などに

ついて考え、創造的な表現の構想

を練っている。 

b:（鑑賞）造形的なよさや美しさを感

じ取り、作者の心情や意図と創造

的な表現の工夫などについて考

え、見方や感じ方を深めている。 

主体的に学習に取り組む態度 

c: 主体的に作品の造形的なよさや美

しさを感じ取り、創造活動に取り

組もうとしている。 

 

活動の様

子 

 

ワークシー

ト 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制作途中

の作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 

活動の様

子 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制作途中

の作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 

活動 の 様

子 

 

ワークシー

ト 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制 作 途中

の作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

立
体
造
形
「テ
ー
マ
課
題
」 

【絵画・彫刻】【共通事項】 

・発想や構想 

・制作 

・鑑賞 

知識 

a:形や色彩、材料、などの性質、造形

的な特徴などを基に、全体のイメ

ージや作風などで捉えることを理

解している。 

技能 

a:意図に応じて材料や用具の特性を

生かすとともに、表現方法を創意

工夫し、主題を追求して創造的に

表している。 

思考・判断・表現 

b: （発想や構想）表現形式の特性を

生かし、形体や色彩、構成などに

ついて考え、創造的な表現の構想

を練っている。 

b:（鑑賞）造形的なよさや美しさを感

じ取り、作者の心情や意図と創造

的な表現の工夫などについて考

え、見方や感じ方を深めている。 

主体的に学習に取り組む態度 

c: 主体的に作品の造形的なよさや美

しさを感じ取り、創造活動に取り

組もうとしている。 

 

活動の様

子 

 

ワークシー

ト 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制作途中

の作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 

活動の様

子 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制作途中

の作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 

活動 の 様

子 

 

ワークシー

ト 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制 作 途中

の作品 

 

作品 

 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

作
品
展
示 

【作品や美術文化などの鑑

賞】【共通事項】 

・鑑賞 

・展示 

知識技能 

a:造形の要素の働きを理解している。 

a:造形的な特徴などを基に、全体のイ

メージや作風、様式などで捉える

ことを理解している。 

思考・判断・表現 

b:造形的なよさや美しさを感じ取り、

発想や構想の独自性と表現の工夫

などについて多様な視点から考

え、見方や感じ方を深めている。 

b: 目的や機能との調和の取れた洗練

された美しさなどを感じ取り、発

想や構想の独自性と表現の工夫な

どについて多様な視点から考え、

見方や感じ方を深めている。 

b:環境の中に見られる造形的なよさ

や美しさを感じ取り、心豊かな生

き方の創造に関わる美術の働きに

ついて考え、見方や感じ方を深め

ている。 

b:日本及び諸外国の美術作品や文化

遺産などから表現の独自性などを

感じ取り、時代、民族、風土、宗

教などによる表現の相違点や共通

点などから美術文化について考

え、見方や感じ方を深めている。 

主体的に学習に取り組む態度 

c: 主体的に作品や美術文化の鑑賞の

創造的な諸活動に取り組もうとし

ている。 

 

活動の様

子 

 

ワークシー

ト 

 

レポート 

活動の様

子 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

レポート 

活動 の 様

子 

 

ワークシー

ト 

 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


